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委員会行政視察研修報告

土 木建設委員会
期　　　　日：平成18年10月４～６日
視察研修先：長野県長野市、小布施町、飯山市
視察研修内容：松代地区のまちづくりについて（長野市）
街並み修景事業などによるまちづくりについて（小布施町）
愛宕町雁木通りのまちづくりについて（飯山市）

　今回、地域の素材や特色などを基にしながら、街並み景観に配慮しているまちづくり事
業について、長野県内３地区を視察研修しました。
　国宝善光寺の門前町であった長野市では、「ゆったりと歴

と き

史の流れる城下町」として松代
地区に街なみ環境整備事業を導入し、伝統的な門、塀、囲障などを取り入れ、城下町特有の雰囲気を醸し出しています。地権者と合意形成
がなされるまでには、幾度となく協議を重ね、地域の要望、地権者の意見集約などの経緯について説明があり、行政サイドの努力や熱意が
感じられました。
　小布施町においては、東京理科大学と「まちづくり研究所」を開所し、学生、建築設計事務所、行政などで、町の修景計画事業を展開し
ています。その中で、住まいづくり、広告物設置の景観づくりの指針をマニュアル要旨として冊子化し、新築や改築などにおいて相談、指導し、
また、毎年、小布施景観賞として建築部門や広告物部門で街並みづくりに協力している建築物などを表彰しています。
　奥信濃の飯山市においては、昭和63年から景観形成推進事業に取り組み、沿道などへの花植栽から始まり、景観保全のための看板規制
を実施し、「寺のまち、町並み整備事業」を導入しました。住民が地域の建物形態、色彩等の景観維持ルールとして、景観形成住民協定を締結、
拡大を図りながら、まちづくりを進めています。平成14年に都市景観大賞「美しいまちなみ大賞」を受賞した、愛宕町雁木通りを見学しました。

議会だより編集委員会議会だより編集委員会
期　　　　日：10月２～３日
視察研修先：宮城県柴田町議会
視察研修内容：柴田町議会広報の編集について
　
　新笠間市議会が誕生して半年、議会だよりは今回で第３号を迎えています。
市民にとって見やすく、親しみをもってもらうことを念頭に、毎回試行錯誤し
ながら発行している状態です。
　今回、宮城県柴田町議会を訪れ、広報発行における創意工夫点や、一般質問
のまとめ方や掲載の仕方について、そのノウハウを教示いただきました。また、

発行に当たっての細部にわたる規程やルールなどが定められており、今後の我々の広報発行の課題であると感じました。




